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ヒートアイランド対策技術分野（空冷室外機から発生する顕熱抑制技術） 

の進捗状況及び今後の予定について 

 

 

１．平成１６年度の進捗状況 

 

（１） ワーキンググループ（ＷＧ）開催経緯等 

１６年 ３月２４日      実証試験要領の公表  

 ３月２４日～４月２１日 実証機関の募集  

 ５月１２日       平成１６年度第１回ＷＧ開催 

 ５月１８日 実証機関選定の公表 

 ６月 １日～６月２４日 実証機関において実証対象技術の募集 

 ７月１３日       実証対象技術選定の公表 

 

     実証機関において実証試験計画を策定し、実証試験を実施中 

       

（ＷＧ検討員名簿は資料1-5-2参照） 

 

（２） 実証試験状況等 

実証機関：大阪府 

中核となる地方環境研究所名：大阪府環境情報センター 

  実証対象技術数：顕熱抑制装置（ドレン水活用方式）、顕熱抑制装置（噴霧散水冷却

方式）、水噴霧による顕熱抑制技術、間接散水冷却装置（４技術） 

  実証試験期間：平成１６年９月１６日（木）～平成１６年１１月１２日（金） 

   

２．今後の予定 

 

○ 平成１７年２月、実証試験結果報告書を検討するＷＧを開催。 
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